
加古川中流部の緊急的な治水対策の事業進捗

資料－３



近畿地方整備局

○平成16年台風23号により、加東市域及び西脇市域で戦後最大となる床上浸水195戸、床下浸水423戸の甚大な被害
が発生し、この洪水被害に対する緊急治水対策及び激特事業を実施した後も、加東市・西脇市域では、平成23年、25
年、26年、30年と続けて浸水被害が発生。
→今後いつ起こるかもしれない再度災害を未然に防止するため、国・県・市が連携・協力し、地域と一体となって
集中的かつ計画的な緊急対策を実施することが必要（予防的治水対策）

加古川中流部（加東市・西脇市域）の度重なる浸水被害
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平成25年 福地地区

平成25年 河高地区 平成23年 杉原川由縁橋

加東市

西脇市

■：平成16年浸水範囲
■：平成23年浸水範囲
■：平成25年浸水範囲
■：平成26年浸水範囲
■：平成30年浸水範囲

加古川

杉原川

野間川

野尾谷川

加古川

H16,23,25,30
年に浸水

H23,25年
に浸水

H16,23,25,26,30年
に浸水

H16,25,30年
に浸水

H16,23,25,30
年に浸水

平成16年 上滝野地区

H16, 30年
に浸水

加東市域 西脇市域

死傷者（人） 0 1

浸水面積（ha） 110 424

建物被害 床上浸水（戸） 69 126

床下浸水（戸） 106 317

加東市域 西脇市域

死傷者（人） 0 0

浸水面積（ha） 9 不明

建物被害 床上浸水（戸） 3 20

床下浸水（戸） 2 113

加東市域 西脇市域
死傷者（人） 0 0
浸水面積（ha） 10 不明
建物被害 床上浸水（戸） 3 5

床下浸水（戸） 2 31

加東市域 西脇市域
死傷者（人） 0 0
浸水面積（ha） 0 不明
建物被害 床上浸水（戸） 0 0

床下浸水（戸） 0 2

加東市域 西脇市域
死傷者（人） 0
浸水面積（ha） 18
建物被害 床上浸水（戸） 3

床下浸水（戸） 5

平成16年

平成23年

平成25年

平成26年

平成30年
0

不明
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近畿地方整備局加古川水系河川整備計画について

○平成23年12月には、国管理区間において、概ね30年間を整備対象期間とした「加古川水系河川整備計画」を策定した。
平成25年8月には、県管理区間においても、「加古川水系加古川中流圏域河川整備計画」を策定した。

平成16年10月 台風23号発生
－被害状況（流域全体）－

・床上浸水 430戸 ・床下浸水 1,222戸
・浸水面積 1,447ha ・死傷者 1人

平成17～22年 緊急治水対策（国管理区間）
平成16～22年 河川激甚災害対策特別緊急事業（県管理区間）

平成23年12月 加古川水系河川整備計画策定（国管理区間）

平成25年8月 加古川水系加古川中流圏域河川整備計画策定（県管理区間）

平成28年8月 加古川中流部河川整備推進協議会設立
平成29年3月 加古川中流部の整備方針策定

平成29年4月 加古川中流部の緊急的な治水対策に着手 2



近畿地方整備局近畿地方整備局

西脇市域・加東市域が氾濫

下流域が氾濫

掘削・堤防整備

西脇市域
加東市域

下流域

西脇市域

加東市域

下流域

掘削

掘削・堤防整備

西脇市域

加東市域

下流域

×

○

加古川の河川整備について（上下流バランスについて）

○上流の整備が下流域に悪影響を及ぼさないよう、上下流のバランスを考慮しながら整備を実施。
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近畿地方整備局

蒲江・福地地区

杉原川

野間川

滝野地区

大門地区

東条川

万願寺川

来住・大島地区

高砂・尾上・古新・平荘地区

河口

福地地区

津万地区

近畿地方整備局

○平成16年10月台風23号洪水に対する緊急的な治水対策と並行して計画的に治水対策を実施してきており、
現在までに下流域において、高砂・尾上・古新・平荘地区で、中流部の整備が可能となる一次掘削、来住・大
島地区（左岸側）の掘削・築堤が完了し、滝野地区の下流部（河高地区・下滝野地区）の掘削が完了している。

→中流部（加東市・西脇市域）の滝野地区掘削、福地地区掘削（暫定）に加えて、津万地区掘削の着手。

掘削施工状況

築堤完成後

下流域の整備により
中流部（加東市・西脇
市域）の着手が可能

国管理区間

県管理区間

加東市

西脇市

一
次
掘
削

：整備済

：整備中

二
次
掘
削

二
次
掘
削

（H26完了）

（H26完了）

き しおのえ こしん へいそう

加古川の河川整備について（上下流バランスについて）

滝野地区 滝野大橋までの掘削完
了により津万地区の着手が可能
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近畿地方整備局

0k 10k 20k 30k 40k 50k
0k 10k 20k 30k 40k 50k

下流域の整備により
中流部（加東市・西脇
市域）の着手が可能

国管理区間 県管理区間
加東市域 西脇市域

国管理区間 県管理区間
加東市域 西脇市域

右岸

左岸

整備計画目標

整備計画目標

■高砂・尾上・古新・平荘地区：１
次掘削（上流整備による流量増
分のキャンセル）がH26に完了し 、
並行して２次掘削（整備計画目標
流量確保）を実施中

■滝野地区：少
しでも浸水被害
を軽減するため
H25から実施中

■福地地区：少しで
も浸水被害を軽減す
るためH26から実施
中

■来住・大島地区：
下流部の無堤箇所
であったが、H26に
完了

■大門地区：少
しでも浸水被害
を軽減するた
め今後実施予
定

滝野地区 滝野大橋までの掘削完
了により津万地区の着手が可能

■津万地区

近畿地方整備局

：整備前（緊急的な治水対策実施後）

：現状（緊急的な治水対策実施以降の整備）

（ ：人家なし区間除く）流下能力図

加古川の河川整備について（上下流バランスについて）
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事業の進捗状況



近畿地方整備局

橋梁改築

築堤（用地取得）

【計画平面図】

【整備計画 計画横断図】

○滝野地区において、平成16年洪水（台風23号）と同規模の洪水に対する浸水被害軽減を図るため、平成29年度から概ね10年
間で、河道掘削、築堤、滝見橋架替を行う。中でも、近年の浸水頻度が高い河高・下滝野地区については、平成29年度から概ね5
年間で整備するとともに滝野地区全区間の用地取得を完了する。

なお、今回の整備においては、加古川下流域への負担を考慮し、築堤の高さは計画高水位（HWL）までの暫定整備とする。

加東市域の整備箇所

滝野地区

築堤

H.W.L

－河高地区－

32.8k
川幅121m

掘削

－下滝野地区－

33.6k

築堤

掘削

H.W.L

川幅131m

－上滝野地区－

34.6k

掘削

築堤

H.W.L

川幅114m

掘削
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近畿地方整備局

油
谷
川

高
倉
川

立
田
川

○河高地区と下滝野地区の掘削は平成３０年度までに約８４，０００ｍ3を掘削完了。

○用地取得は、全体９．３haのうち下流部を中心に約５．２haの用地取得が完了した。

○築堤（暫定）は、全体約２．７ｋｍのうち、河高地区と下滝野地区で約０．８ｋｍ完了した。

○滝見橋架替は橋梁上部工を実施中。

築堤

掘削

掘削 築堤

橋梁改築

滝野地区

用地取得

築堤

掘削

用地取得完了

加東市域の事業進捗（平成３１年３月末時点）

全体 H30年度迄 H31（R01）年度 R02年度以降

掘削 約168,000m3 約84,000m3

（50%）
約26,000m3

（65%予定）
約58,000m3

用地取得
（契約ﾍﾞｰｽ）

約9.3ha※ 約5.2ha
（56%）

約1.4ha
（71%予定）

約2.7ha

築堤（暫定） 2.7km 約0.8km
（30%）

約0.2km
（37%予定）

約1.7km

※用地取得の全体面積は、H31.3時点のものであり、今後の用地測量により修正される場合があります。

凡例

～H30年度

R元年度

R2年度～

臨時特別予算で
事業を促進

通常予算で事業
を実施
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近畿地方整備局加東市域の事業進捗

事業の実施状況

【河高地区の築堤実施状況】

工事状況（築堤）

【滝見橋改築の実施状況】

現在

着手前

現在

着手前
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近畿地方整備局加東市域の事業進捗（築堤）

凡例

平成29年度迄
（実施済）

平成30年度
（実施済）

令和元年度

写真① 写真②

滝野大橋

掘削

橋梁改築

写真① 写真②

全体 H30年度迄 H31（R01）年度 R02年度以降

築堤（暫定） 2.7km 約0.8km
（30%）

約0.2km
（37%予定）

約1.7km
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近畿地方整備局

沖田井堰

和田井堰杉原川

加古川

福地地区

津万地区

西脇市域の整備箇所

【計画平面図】 【整備計画 計画横断図】

西脇・郷瀬地区

○西脇市域では、平成16年洪水（台風23号）と同規模の洪水に対する浸水被害軽減を図るため、平成29年度から概ね10年間で、
加古川では福地・津万地区の河道掘削を、杉原川では沖田井堰及び和田井堰の改築を行う。
○近年の浸水頻度が高い福地地区については、地区全体の早期の事業効果発現のため、暫定的な掘削を実施した。
○津万地区については、平成29年度より河道掘削に着手。

H16T23 浸水範囲

H25T18 浸水範囲

堰改築

掘削

凡 例

ふくじつ ま

つ ま

ふくじ

H30 7月 浸水範囲
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近畿地方整備局西脇市域の事業進捗

① 着手前

② R1.5.31現在

○西脇市福地地区では、平成23年、25年に浸水被害が発生したため、平成26年度より暫定的な河道掘削に着手。平成29年度
には約1.3万m3の河道掘削を実施し、暫定掘削を完了（計約5.2万m3）。

○西脇市津万地区では、平成29年度より河道掘削に着手し、平成29年度に約2.4万m3、平成30年度に約3.7万m3の計約6.1万
m3の河床掘削を実施。

津万地区
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近畿地方整備局

沖田井堰（H31.1工事着手）

和田井堰

○沖田井堰については、平成31年1月に現地工事着手。
○和田井堰については、ポンプ施設用地の取得に向け関係者と調整中。

平成30年7月豪雨 沖田井堰下流

西脇市域の事業進捗
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近畿地方整備局

播磨中央公園

凡例

築堤 掘削

橋梁・堰改築

西脇市域 加古川中流部の緊急的な治水対策 3カ年緊急・個別補助対策箇所

○｢防災・減災、国土強靱化のための３カ年緊急対策｣や、今年度から創設された｢個別補助事業制度を活用し、治水効果の早期
発現を図る。

西脇市役所

黒田庄駅

西脇公園

滝野駅

鹿野大橋

比延駅

西脇市立
西脇病院

新西脇駅

西脇市駅

滝駅

社町駅

滝野社IC
加東市民病院

滝野大橋

闘竜橋
闘竜灘

日本へそ
公園駅

緯度橋

童子山公園
加東市役所

加東市

西脇市

国管理区間

県管理区間
加古川

加古川

野間川

杉原川

津万地区（3カ年緊急）
河床掘削

西脇・郷瀬地区（個別補助）
井堰改築等

ごのせ

つま

ふくじ
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整備における諸課題の対応状況



近畿地方整備局

○滝野地区の築堤・河道掘削の予定箇所は、家屋が連担し、約130件の大規模な用地取得が必要である。
○事業を進めていくにあたっては、地元の理解・協力が必要である。

整備における諸課題の対応状況について（大規模な用地取得）

＜対応状況＞

○用地取得は住民へのきめ細かい対応を行うため、加東市の「加古川整備推進室」と「兵庫県土地開発公社」が国と住民との
間に入り進めている。令和元年6月には5工区～8工区を対象に用地取得の説明会を実施した。今後の対応においても、地元の
理解・協力を頂きながら用地取得を進めて行きたい。

全体 H30年度迄 H31（R01）年度 R02年度以降

用地取得面積 約9.3ha※ 約5.2ha
（56%）

約1.4ha
（71%予定）

約2.7ha

※用地取得の全体面積は、H31.3時点のものであり、今後の用地測量により修正される場合があります。

上滝野地区：用地取得に関する説明会
（令和元年6月）

16

：今後の用地取得範囲

滝
野
大
橋

滝
見
橋

闘
竜
灘

滝野地区



・支川油谷川（ゆだにがわ）及び高倉川（たかくらがわ）は、合流部付近の堤内地盤高が低く、本川背水の影響を大きく受ける
が、本川の背水区間が比較的短く、維持管理面で樋門形式より優位なバック堤形式で整備します。
・立田川（たつたがわ）は本川合流点直近を除き、総じて標高が高く縦断勾配が緩く背水区間が上流まで及ぶことから、樋門
形式で整備します。
・平成３１年３月に計画案の地元説明会を実施しました。

油谷川
高倉川

立田川

ﾊﾞｯｸ堤(両岸)
L=90m×2
（国2‐7）

市道付替（県）

滝野中学校

ﾊﾞｯｸ堤(左岸)
L=74m
（国2‐7）

本川築堤（国） 樋門（国）

標準横断図（高倉川）ﾊﾞｯｸ堤(暫
定)

注）堤防・護岸の構造は詳細設計中

ﾊﾞｯｸ堤(暫
定)

加古川背水位

計画高水位

加古川

ﾊﾞｯｸ堤(左岸)
＋輪中堤（県）

油谷川

バック堤（国）

本川築堤

立田川樋門
ﾊﾞﾗﾝｽｳｪｲﾄ式ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ
（ｹﾞｰﾄ寸法3.0×2.7m）

整備における諸課題の対応状況について（支川対策）

油谷川完成ｲﾒｰｼﾞ

河高地区 地元説明会

ﾊﾞｯｸ堤(左岸)
＋輪中堤（県）
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近畿地方整備局

○河道掘削工事等により発生する掘削残土を有償処分した場合、事業費が大幅に増大する可能性がある。

整備における諸課題の対応状況について（掘削土処分）

造成地への流用（西脇市）
約７千m3

＜対応状況＞
○河床掘削により発生した残土について、他の公共事業等へ流用し、残土処分費を削減を図っている。

造成地への流用（多可町）
約２千m3
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加古川

福地川

水田貯留

水田貯留

ポンプ排水

加古川へ

○ 西脇市黒田庄町福地地区では、平成25年台風第18号で、約20haが浸水し、道路やJR線路の冠水のほか、住宅では床上浸水
4戸、床下浸水31戸と大きな被害が発生。

○ このため、「ながす」と「ためる」と「そなえる」をあわせた総合治水を基本とした、地域と一体となった浸水対策計画を策定し、
平成28年度に整備を完了。

○ 平成30年7月豪雨による出水では、浸水被害のあった平成25年の台風第18号と同程度の雨量（24時間）であったが、地元のそ
なえる対策（事前防災行動）も加わり、住宅の浸水戸数は「ゼロ」になった。

⑦ため池貯留●
（事前放流）

①河床掘削（県）

②福地川堤防嵩上

⑤雨水ポンプ場建設

➃樋門整備（門柳川）

③樋門改良（加古川）

⑥農業用用水
ﾎﾟﾝﾌﾟの活用

⑧水田貯留

（普）福地川

平成25年台風第18号に
よる浸水（約20ha）

福地地区の浸水対策計画

事象 平成25年
台風第18号

平成30年
7月豪雨

累加雨量 183㎜
（28h）

332㎜
（68h）

24時間
最大雨量

171㎜ 156㎜

1時間
最大雨量

17㎜ 30㎜

床上・
床下浸水

4戸・31戸 0戸・0戸

その他の冠水 道路､JR 無し

加古川
福地川 H25台風第18号水位

H30.7月豪雨水位

①

∇HWL
水位差
1.05ｍ

②

市道
JR 樋門

掘削

嵩上

水田

∇64.95

63.90▼

住宅浸水なし

∇65.20

③ポンプ排水

ため池貯留

事前ゲート操作
（上流カット）

事 業 効 果

整備における諸課題の対応状況について（施設の能力を超える洪水への備え） 【西脇市】
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■ 平成30年７月豪雨（7月7日 午後1時10分頃） 加古川黒田庄町福地

整備における諸課題の対応状況について（施設の能力を超える洪水への備え） 【西脇市】
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近畿地方整備局

和田町

p.16

○ 平成３０年７月豪雨時の三和地区の浸水状況 ○ 一週間後に行われた地域での水の学習会

○ 地域での事前対策確認（グラウンド貯留） ○ 地域での水路状況確認

整備における諸課題の対応状況について（施設の能力を超える洪水への備え） 【西脇市】
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近畿地方整備局

・災害時に避難所開設を迅速に行うための訓練と、発災時の避難における市民の意識啓発を目的とし
て、市の指定避難所である滝野総合公園体育館スカイピアにおいて避難所体験訓練を平成30年7月28
日に開催した。平成29年度に続いて2回目となる今回は、市内の7組20人の親子及び市職員17人のほか、
加東消防署などが参加し、避難者名簿の作成、災害時応援協定を締結している王子コンテナー㈱兵庫
工場のダンボールベッドの組み立て、市が備蓄しているアルファ化米の炊き出し、給水体験や消防署
員による応急処置体験などを行った。
・阪神淡路大震災の日に合わせ、平成31年1月17日、市内の幼稚園・小中学校にアルファ化米や乾パ
ン、保存水を活用した「防災給食」を提供し、非常時の食について考える体験学習を実施した。い
つ発生するかわからない災害時を想定し、冷たいご飯やおかずなどの保存食を使用した。

・職員が避難所開設の具体的な行動をイメージするとともに、参加者は避難所生活やさまざまな体験を通して、災
害時避難における備えや自助・共助の大切さを感じることができた。
・防災給食を体験した子どもたちからは、味付けされたアルファ化米（きのこ味・ひじき味）は、「思っていたよ
り美味しかった」との評判もあった。

取組を実施した効果、成果

アルファ化米の試食 防災給食応急救護体験

○避難所体験訓練
○幼稚園と小中学校における防災給食

整備における諸課題の対応状況について（施設の能力を超える洪水への備え） 【加東市】
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管理棟 鉄筋コンクリート造１階 床面積184.96㎡
ポンプ形式 全速全水位型横軸水中ポンプ
口径：900㎜ 吐出量：192m3/分 （96m3/分・台×2台）
台数：2台（3台） ※（ ）は将来計画の数値

たびたび、浸水被害を受けてきた加東市河高安取地区は、安取樋門付近の地盤高が一級河川
加古川の計画高水位より低く、河川増水時には自然流下による排水が困難であったため、雨水
排水ポンプ場を整備しました。

【過去の被災状況】 【整備後の雨水ポンプ場】

整備における諸課題の対応状況について（内水被害への対策）【加東市】
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